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0.は じめに

人がある「場面」1において、言いたいこと、伝えたいことをr表 現」する能力(コ ミュニケ

ーシ ョン能力)を身につけることは、人が ことばを学ぶ 目的その ものといって も過言ではな

い と考える。

2004年 度秋学期 ・早稲田大学 日本語教育センター別科 ・日本語専修課程 日本語講座r口

頭表現6B」(蒲 谷宏先生担当)では、この表現能力のうちr口 頭表現能力」を養成す ることを

目的 として教室活動が設計、実施 された2。

本稿ではまず、本授業 の理念となっているr待 遇コミュニケーシ ョン」「待遇 コミュニケ

ー ション教育」について概観 し、本理念の基にどのような実践活動が展開されたのかを記述

する。本実践では特にr意 図(きもち)」r表現内容(なかみ〉」r表現形式(か たち)」をどのように

結びっけてい くのかという点 に重 きをおいて活動 を行 った。そのひとつの試み として、学

習者 に対する学習項目のr意識化」を図る活動を積極的に取 り入 れることを行った。よって

授業分析ではこの「意識化」をひ とっの軸として、 どのような働 きかけがあり、学習者の意

識が どのように変容したかを中心 に記述 を試みる。そ して授業分析を踏 まえ、r待遇 コミュ

ニケーション教育」の今後の課題 と展望にっいて述べたい と考える。

1.待 遇 コミュニケー ションとは何か

なぜ人はことばを学ぶのか とい った根源的な間いに対 し、あえて一言でいうのな らrコ

ミュニケーシ ョンのため」と筆者は こたえる。「コミュニケーシ ョン」とは、人と人が言葉を

交わ しなが ら社会的関係性を築 くためのものであるといえよう。 これは単に互いが一方的

1蒲 谷(2003)はr場 面』を常に動くr主体」の時間的 ・空問的な位置に対する認識が問題になるも

のとし、r主体が認識する場面(人間関係 ・場)」と捉えている。木稿においても同様の立場で

論を進めていくこととする。
2授 業では始めに担当教授の学習項目に対する説明の後、実習生が理論に基づき作成 した教案

をもとに実践を行った。
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にr言 いたい こと」r伝えたい こと」を表 明す るもの と して機能す るもので はない。蒲谷

(2003)で も述べ られているようにrコ ミュニケー ション主休」が、あるr場 面」においてある

意図、目的 を達成す るための過程 としての行為であ り、r表 現主体」「理解 主体」としての役

割が常に入れ替わ り、rや りとり」が繰 り返 されるものである。

ではr待 遇 コミュニケーション」とは一体何か。r待 遇 コミュニケー ション」の「待遇」とい

う名称は、相手を…方的に遇するようなr敬 語」というr表 現形式」の問題を想起 させるもの

である。しかしこの「待遇 コミュニケーシ ョン」とはrあ る意図をもった 『コミュニケーシ ョ

ン主体』が、あるr場 面』において様々なr言 材』によ り構成 されるr文 話』単位で行う、

r表現』r理 解』のr行 為』」(蒲谷2003)で あ り、特 に強調されるべきことは、r理 解主体

に対する考慮」の視点をコミュニケーシ ョンの観点 に含む点であるといえよう。つま り一方

的に言いたいこと、伝えたい ことを表明するのではな く、伝える先にあるr相 手」をも意識

した視点が不可欠であり、コミュニケーションをr表 現行為、理解行為のrや りとり』とそ

のrく りかえ し』 によって」(蒲谷2003)成 り立っものであると捉えるものである。

以上のような観点に従うな らば、あらゆる「コミュニケーシ ョン」は、このr待 遇」という

観点抜きには語れない、換言するならばr全 てのコミュニケーシ ョンは待遇 コミュニケーシ

ョンである」と捉 えることができるのではなかろうか。

2.待 遇 コミュニケーション能力ノ教育について

r待遇 コミュニケーション能力」とは、先述のr待遇 コミュニケーシ ョン」の定義に従うな

らば、 コミュニケーション主体であるr学 習者」が、あるr場面」(r人閻関係」・r場」)におい

て何 らかのr表 現意図」(きもち)を実現す るために、r表現内容」(なかみ〉を吟味 し、待遇行動

を含めたr表 現形式」(かたち)を選択 できるようなr表 現主体」としての能力と、r理 解主体」

としてr表 現主体」のr表 現意図」を把握する能力 といえよう。従 ってr待 遇 コミュニケーショ

ン能力養成」のためのr待 遇コミュニケーシ ョン教育」においては、学習者 自身にrコ ミュニ

ケーション主体」として、常にr表 現主体」r理解主体」の双方の役割を流動的に行 き来 してい

る、という視点を意識化させることが重要になってくるもの と考える。よって単にr表 現形

式」としてのrか たち」を暗記 し、ロールプ レイとして繰 り返すような従来の教室活動の在 り

方を超え、r相手」を意識 しつつ、表現意図としてのrき もち」、表現内容としてのrな かみ」、

表現形式と してのrか たち」の統合を目指すような授業設計が必要になるだろう。そ して、

単なる機械的なr表 現形式」の導入に終始するのではなく、rな ぜこの表現形式 を用 いるの

か」とい った内省 を含めた言語活動のr個 人化」3を意識的に行うことで、個 々の活動 に必然

3言 語活動の個人化とは、学習者が学習項 目を与え られるままに消化するのではな く、自

己の言語活動に引 き付けて捉え直す ことと本稿では捉える。(更 なるr個 人化」について

の考察は別稿に譲ることとする)
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性が生まれ、現実的な意味のある教室空問が創出されるのではないかと考える。

では次に、上述 したような理念に基づいて行 った実際の教室活動について考察 を試み る。

3,日 本語教育実践研究(1)の実習クラス「口頭表現6B」 の授業

3畦.ク ラス概要

【クラスサイズ】学習者13名 、実習生6名

【授業時間】週1コ マ(1コ マ;90分 〉Xl5週

【学習項 目】次の①～⑪をほぼ1コ マ1項 目のぺ一スで学習。① 自己紹介、②質問 ・イン

タビュー、③r自 分」r相手」r話題の人物」「場」レベル、インタビュー ・面接、④依頼表現、

⑤依頼 ・断 り表現、⑥誘い表現、⑦誘い ・断 り表現、⑧ 許可求め ・許可与え ・禁止表現、

⑨ 中し出 ・断 り表現、⑩ア ドバイス表現、⑪ ご挨拶 ・スピーチ

【活動形態】主 にグループ活動。学習者を3グ ループに分け、各 グループに実習生2名 が

入る。2名 のうち1名 がリーダーとなって授業を担当 し、1名 はサブ ・リーダーと して

適宜授業をサポー ト。グループメンバー、実習生の組み合わせは適宜入れ替えを行 った。

【評価】次の①～⑥の項 目について学習者一 実習生間で規定課題(内 容設定=蒲 谷先生)と

応用課題(内容設定;実 習生)2種 類のロールプ レイを行い評価。①依頼表現、②依頼 ・

断 り表現、③誘い表現、④許可求め表現、⑤ 中し出表現、⑥ ア ドバイス表現

【テキス ト】r日 本語間題集2004・ ロ頭表現(6〉・』早稲 出大学口本語研究教育センター

テキス トの使用は必須ではな く担当者の判断で適宜使用。

3-2.授 業の進め方

まず始めに蒲谷先生より学習項 目の重要ポ イン トについて全休講義があり、その後 グル

ープに分かれ活動を行う。筆者はほぼ次の流れで授業を進めてい った。

(1〉導入:rき もち」rなかみ」「かたち」の意識化

(2〉基本練習:rか たち」の確認 ・導入 と会話練習

(3)応 用練習(ロールプ レイ〉

4.r口 頭表現6B」 クラスの授業分析

木稿では、r待 遇 コミュニケーシ ョン」の考えに基づいて具体的 にどのような授業 を行 っ

たか、またそれによって学習者にどのような変容が見 られ たかについて、2004年 度秋学期

r口頭表現6B」 クラスの授業分析を行う。

4・1,分 析データ

分析デー タは次のとお りである、

① 次の授業について、筆者が作成 した教案およぴ活動記録。

・11月10日(活 動第6週 目 ・学習項 目=誘 い表現)

・11月17日(活 動第7週 目 ・学習項 目1誘 い ・断 り表現)
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両日とも時間配分が悪 くロールプ レイを行うことができなか った授業であ り、 うまくい

ったとはいえない実践 である。 しか し、筆者2名 が リーダーとなって実施 した授業であ

り、両者が連携を図 ることで前週の反省点を踏まえて翌週の授業 を組み立て ることがで

きたものであることか らデータとして使用することと した。

② その他の授業の活動記録

③ 学習者1名 へのフォローアップ ・インタビュー(以下FUl・2005年3月14日 実施)の

記録・ この学習者が①の授業に入 っていたことも①のデータ選択理由の一つである。

4-2.授 業分析 ・考察

4・2・1,授業展開の分析 ・考察

本節ではどのような考えのもとに、具体的にどの ような授業展開を行 ってい ったかを

3・2に示 した授業の流れに沿って述べ、分析 と考察を加える。

(1)導 入:rき もち」rなかみ」「かたち」の意識化

導入 では、まず学習項 目であるr依 頼」や「誘い」等のや り取 りが行われる場面における

「きもち」の意識化を試みる。「表現主体」のみならず「理解主体」としてコミュニケーシ ョン

に関わ るには、まずその場面における自分のrき もち」と向き合うことが重要であり、rかた

ち」は1き もち」に応 じて選択されるべきものであるとの考えか らである。 自分のrき もち」

と向き合うということは、r意 図」を実現させる過程において、相手 との人間関係を維持 し

つつ、あるいは構築 していくためにどのようなrや りと り」を行 っているか、自らの言語活

動を意識することであると考える。従 って、自分のrき もち」と向き合 うことは、相手のrき

もち」に対 して自分がどのような配慮 をしているかを意識す ることでもある。

また、r待 遇 コミュニケーシ ョン」におけるr表 現主体」とr理 解主体」のrや りとり」のrく

りかえ し」という観点を考慮 した場合重視すべきことは、ある固定化 した一つの立場からで

はな く、r誘い」であれば誘う側、誘われ る側双方からr誘 い」とい う場面を見ることである。

以..ヒの ことを念頭に置きなが ら、授業では母語 ・日本語を問わず互いのrき もち」を確認

するとともに、 日本語での経験があればその時の心情や、用いた表現にっいて内省を試

みることで、言語活動のr個 人化」を図 った、

● 自分自身の言語活動 を振 り返る

次に、 このように「きもち」rなかみ」rかたち」を切 り離す ことなく学習を進めるという認

識のもと行 った具体的な授業展開について述べる。11月10日 の授業では、この日の学習

項 目であるr誘 い」についてこれまでの経験を話 してもらい、それをサブ・リーダーがr相 手」

r状況」r表現」ごとに板書 していった。そ して、ある程度出たところでr相 手」レベルに応 じ

た表現にな っているかどうかを確認 した。大半が友達 を誘 うという内容であ ったが、r普段

あま り会え ない寮の友達 と仲良 くしたいので晩御飯 に誘う」という話が出て、r誘 い表現」

における人間関係を構築 しようとい う「きもち」を確認するための好材 となった。また、仲

の良い友達だけではな く、 レベル0の 相手に対する少 し丁寧な表現も確認できた。ただ、
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ここでは誘う側に話が集中 したため、さらに誘われた経験を引き出す ことができれ ぱコミ

ュニケーションが「やりとり」のrく りかえ し」であることの認識へと繋げられたのではない

かと思 う。

●授業展開の見直 しおよび新たな課題

以上の反省 を踏 まえ、11月17口 のr誘 い ・断 り表現」においては、誘いを断る時はどん

な時か考えた後に、断る時 ・断 られた時それぞれの場面におけるrき もち」を確認 していっ

た。 ここで確認に終始せずもう一歩踏み込んで、例えば断 られた時のrき もち」をもとに断

る時にはどのようなことを考慮すべ きか、そのためにはどのような表現が適切かを考える

ことができれば さらにrき もちjrな かみ」rかたち」を結ぶことができたのではないか と思 う。

また、学習者が経験を話す中で全 く視点の異なるrき もち」が表出 し非常に興味深い展關と

な ったが、そうした個 々の「きもち」の違いがどのように表現や会話の展開に影響 していく

のかというところまで考察を深めることへと繋げるまでには至 らなかった。学習者か ら提

示 される様 々な意見や意識を活動の中でどのように活か していくかが今後の課題である。

(2)基 本練習:rか たち」の確認 ・導入 と会話練習

ここでは(1)で確 認したrかたち」のバ リエー ションを広げることを 目指 した。rか たち」に

より重点を置いた活動ではあるが、rき もち」rなかみ」と結 びつけることを常に留意 しなが

ら進めていった。ある程度決 まった言い方として提示で きるものについては、 まず学習者

自身がすでに持 っていることばを出 してもらい、その後実習生が表現の一覧表 を配布 した

り、壁に掲示 したりとその都度工夫 しなが ら提示 してい った。また、それ らの表現 も用い

つつ、r相 手」レベルごとのrや りとり」の練習を行うための方法 も試行錯誤で行 ってい った

が、ひとつの試み としてr書 くユことを取り入れた。それは、話すだけではなく、書いて 目

で確認することによって「かたち」とrや りとり」の展開をより認識でき、それ によって定着

が促進 され るのではないかと考えたからである。

●r表 現 シー ト」とr会話 スクリプ ト作成シー ト」の活用

そこでまず最初にr表現 シー ト」を使ってr相 手」レベルに応 じた表現の確認を行った。r表

現シー ト」は状況を提示 したうえで、例1の ようにある程度決まった表現を空欄 に記入 し、

会話文をつくってい くものである。r相 手 レベル」は、11月10日 にはあ らか じめ提示 した

が、17日 にはある程度慣れてきたと考え、学習者に判断 してもらった。

<例1>r表 現シー ト」(前後の会話部分は省略する。)

rあの、これか らみんなで、ご飯 を食べに行 こうかと思ってるんですけど、先生 も

(〉 一緒に()。 」

ある程度決まった表現とはいえ、例えば例1の 場合、r先生もご一緒にいかがですか/い ら

っしゃいませんか」等のバ リエーションが考え られる、そ こで、白分が知 っているもの、あ

るいは考えられ るものを出して もらい、グループで共有することを試みた。それによって、

学習者から自分の表現の幅が広が ったという肯定的なコメン トを得 ることができた。

7一



11月10日 の授業では全員でシー トの空欄を埋めていったが、17日 には代表2名 に空欄

を考えなが ら会話 して もらい、他の学習者からその他の表現を出 してもらった。ある程度

表現が出たら最後に別のペアにもう一度会話を して もらい、発話の機会を増や した。

「表現シー ト」でよく使 う表現を確認 した後は、r会 話 スクリプ ト作成シー ト」(以下rス ク

リプ トシー ト」とする)を使った練習を行 った。rス ク リプ トシー ト」は、各r相 手 レベル」ご

とに状況を設定 した うえで(レベルは学習者が判断)例2の ように自由に会話を組み立 てて

いけるようにしたものであり、ペアで考えてもらった後、発表 してもらった。

友達 あ一、で も、 。

あなた'。

17日 には、r表 現シー ト」作成時に出てきた表現をさらに使えるようにするために、rス ク

リプ トシー ト」作成前に特にどの表現を使いたいかを一人ひとりに確認 した。短い時間の中

で表現の定着を図るのはなかなか難 しい面 もあるが、 このように使えるようになりたい表

現を意識 して練習に入ることによって、その表現を自分のものとすることが期待できる。

●書 く活動から見えたこと

以上、基本練習における話す ことと書 くことを組み合わせた練習への試みについて述べ

たが・それはよ り自信を持って 口頭 で表現できるようになるために有効であると感 じた。

また、学習者のコメン トから表現を広げていくことへと繋げていけるという手 ごたえもあ

った・ しか し、両授業において二つの書 く活動を入れた ことは、他の活動の時間がな くな

るという時間配分の面で間題が残 ったため、以後の活動は「表現シー ト」の形式で表現 と会

話の展開を確認 してい く方法に絞 った。

(3)応 用練習(ロールプ レイ)

ロールプ レイはr相 手」r場」レベル ごとに状況を設定 し、人数や学習者、実習生 などの組

み合わせにも配慮 しなが ら実施 した。 また、学習者に状況設定全てを任せるという試み も

行った。学習者からはr自 分で考えたほうが自分の気持ちに近い表現ができる」というコメ

ン トがあ り、導入 ・基本練習での活動を活かす ものとなった という実感を得たが、使える

表現 ・使 いやすい表現のみに終始す る危険性もあることに留意 しなけれぽならない。

ロールプ レイ後の振 り返 りの際は、本人 ・他の学習者 ・実習生それぞれに自由に意見を

出 してもらった。 また、言いたいことがうまく言えなかった ところを確認 して再度練習す

ることも行 ったが・これは表現をさらに白分のものとするのに有効であると感 じた。また、

必要に応 じてなぜそのような表現をしたのか、その時のrき もち」を確認 し、 ロールプ レイ

においてもr個 人化」を図ることを意識 した。

o

<例2>r会 話スクリプ ト作成 シー ト」(会話の一部を抜粋)

あなた1ね え、その本、蒲谷先生の レポー トの参考図書?

友達;う ん、そうだけど。

あなた=
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応用練習では毎回 こうしたロールプ レイを実施 したが、ロールプ レイその ものをどの よ

うに捉えるかということは実践研究の授業の中でもたびたび話題 になった。例え学習者が

状況設定を全て行 ったとしても、やはりバーチ ャルなものか らは免れ得ない。 また、筆者

はロールプ レイの大きな問題点の一つとして、 ロールプレイを行 う中では人 間関係が壊れ

る心配がないということがあると考える。特 に人問関係の構築という観点か らコミュニケ

ーシ ョンを捉えるr待 遇 コミュニケーション教育」においては、ロールプ レイを行うことの

意味をどのように考えるかは大 きな課題であろう。蒲谷(2003)はr例 え教師が与 えたr意 図』

であったと しても、学習者 自身が、それを自らのr意 図』と捉え直すことが大切である。」

(p9)と 述べているが、ロールプ レイにおいては学習者が与え られたロールをどこまで自分

のものとして捉え、そ こにrき もち」を乗せていけるかということがポイン トになろう。 そ

れはロールプ レイに限 らず、様 々な設定の もとで行われ る他の活動においても同様である。

● ロールプ レイにおける学習者のrき もち」

実際の授業中の学習者 の発話4か らは、rせ っか く泊 まりに来て一緒に遊ぼ うと言 ってい

るのにだめだと言うのが残念で、断るのが難 しかった」「後輩 にはいつ もごちそ うしたい気

持 ちがあるので困った」など「きもち」 と向き合いながら活動 を行 っていることが伺えた。

これ らは予め状況設定 されたロールプ レイであ って も、学習者がその場面を自分な りに捉

え、相手を配慮 しなが らや り取 りできるバーチ ャルでない空間が創出できることを示唆 し

ている。それは、意識化 を図ったうえで練習 を行い、練習の中で もさらに意識化 を図ると

いうことの繰 り返 しによって実現 されたのではないだろうか。筆者は実習を通 して、 こう

した意識化 と実践の往還の中で、学習者は場面を自分な りに認識 し、相手を見なが ら自分

のrき もち」とrな かみ」を伝えるためのrか たち」を選択 してい く力;r待 遇 コミュニケーシ

ョン能力」を獲得 してい くのではないかと考えた。

4・2・2,FUI5に 見 る学習者の変容

以上、様々なrな かみ」を地者に伝える際の一人ひとりのrき もち」を意識化 し、「かたち」

と結びつけてい くことを主眼に、 どのような授業展開を行 ったかにっいて述べた。次に、

こうした意識化への試みは学習者にどのような変容 をもた らしたのか、ひとりの学習者(以

下Xと す る)に行ったFUIか ら探 る.

●意識の変容

Xは 、学習初期の ころを振 り返 って次ように述べている。

まだ初級の階段(筆 者中:段 階)で 、なんか一番重要、そのとき一番重要なのはや っぱり自分の意

4本 デー タ分析対 象期 問以外の授 業(11月24日:r許 可 求め ・許可与え表現」の際 の「寮 に泊 ま

りに行 って もいいか と言 う友達に、寮の規貝IIで泊め られないと断 る」112月1日lr中 し出 ・

断 り表現」の際 の「いつ もごちそ う して くれ る先輩に後悲 がごちそ うす ることを申 し出る」タ

スクにおける発話)に おいて観察 された。

5学 習者 の承 諾を得てデータを記 載 している。
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見 を正 しく言えるように(中略)それは初級の階段で 目指 していました。

このことから、学習初期のころのXに は、「表現主体」としての認識 しかなかったことが伺

える。では、授業で意識化を図ることを繰 り返 し行 ってきたことをXは どのように受 け止

めたのだろうか。そ こで、活動についての感想 を聞いたところ、r最初なぜそんなことを聞

くのかと変に思った」と言い、次のように話 した。

こういう場面 にあった時にどんな感 じをしましたかという間題を聞かれてち ょっと、どう してこ

んな問題を、 うん、聞かれたか、でも、だんだん色々場面で例えば断 られ る時にその授業で、う

ん、 うん … あ と断 るとき、断る人 もあの一、なんか残念の気持 ちもあります とい う気持ち、初

めて考え、自分も考えました、

ここからは、次第にXにr理 解主体」としての認識が芽生え、一方向的な意見表明か ら相手

とのrや り取 り」という視点を持つようになった変化が見て取れる。さらにXは 生活場面 に

おいて柑手や 自分のrき もち」を以前より意識するようになったとも語ってお り、授業を経

て、Xはr待 遇コミュニケーシ ョン」に必要な能力を着実に身につけていったと考えられる。

●rき もち」を考えることに関する母語と第二言語 との違い

Xは 自分や相手のrき もち」を考えることにっいて、母語と第二言語である日本語を比較

して次の ように言及 している。

もちろん母語だった ら相手の気持 ちとかそ うい うのが 自然に考えて話 して、 しましたけど、でも

日本語や っぱり外国語ですか ら、 うん。

母語では自然に考えることを日本語では考えたことがないということは、 日本語を学ぶ教

室 においては学習の中心はrか たち」にあ り、rき もち」が取 り上げ られることがないという

ことを意味 しているのではないだろうか。本授業で行 ってきたことは、鐸語で 自然にや っ

ていることを日本語でも行うことであり、それはある意味 「きもち」や「なかみ」から切 り離

され ることで文脈からかけ離れたものとなったrか たち」のみにとらわれることから自由に

なることであるといえる。それ は母語と第二言語 との差異を縮めることへ と繋がることが、

先に触れたロールプ レイを行 った際の「きもち」に関する次のような発言か らも伺える。

え一、(気 持ちにっいては)特 に考えたことはないんですけど、でも、練習 した時相手 の反応 も見

なが ら、考えなが ら。うん、わざわざと考えた ことはないです。

そ して、r相手の反応を見なが ら」臼然にrき もち」を考えたとも述べてお り、これ らはXの

日本語での言語活動がより母語に近づいたことを示 してい るのではなかと考える。

●rき もち」「なかみ」「かたち」の結 びつき

次 に、r表 現主体」r理解主体」という視点を持 ち、母語で話す時 と同様にrき もち」を意識

す るようになったXが 、「表現形式」をどのように自分の ものとしてい ったかを考察す る。

あの、気持 ちを相手の気持ちを考えても、相手の気持ちをわか ってもどうやって自分の気持ちを

伝えるか、あの一、どんなことばを使 ったらいいか分か らなか ったんです。で も、 この授業で勉

強 したことばは、使いやすい、使いやすい、あ、役に立 ちます。
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このようにXは 、rき もち」に乗せる表現形式を着実に身につけていってお り、また、授業

を受けて一番 よかった点として、生活の中で授業中用いた表現 を応用できるようになった

ことを挙げた。 本授業がrき もち」rなかみjrか たち」の統 合を 目指 した実践を行 って きたこ

とによって、Xは 現実場面においてr使 える」ことばを獲得 してい ったといえよう。 しか し

Xの 発言6に もみ られたが、授業中の活動のみで全ての表現を「使える」ようにす ることは困

難である。今回はr意 識化」の活動にr書 く」活動を取 り入れ たが、限 られた時間の中で少 し

でもr使 える」実感を持てるようにな るための方法論の更なる構築が求め られ る.

4・2・3.学習者Xの 授業における言語活動7【11月17日r誘 い ・断 り表現 ・基本練習」】

本節では、前節で確認 したXの 変容へとつながるものが授業の中でどのように観察 され

るかを、11月17日 の授業における発話から考察する。

学習者Y:よ かった ら一緒に行かない?

学 習者Xlえ 一、野球?あ んまり… 好 きじゃない。 中略)①

学習者Ylあ 、(笑 い)あ んまり好き じゃない。②

学習者A:悲 しい。(一 同笑い)③

導入における誘いを断る時の気持ちを振 り返る「意識化」の際、Xはr親 しい関係であ った ら

(断っても)大丈夫」と発言 していた。上記の、友達か ら野球 に誘われ るという設定で行 った

r表現シー ト」作成活動におけるXの 発話①は、親 しい人に対 しては断 っても大丈夫という

先のr意 識化」時の内省と結びついていることが伺える。また、②や③の他の学習者の反応

か らも、各自の「きもち」にひき付けられた言語活動が起こっていることがわかる。

5、 まとめ

以.ヒ述べたように、様々に工夫 しなが ら、また、前回の反省点を踏まえて改善を重ねつ

つ授業を実施 してい ったが、毎回新たな問題点も出てきた。特 に、学習者から出てきた意

見や意識をどの ように次の活動に繋げ、rか たち」と結びつけてい くのかとい う点は今後 さ

らに検討 してい く必要がある。しか し、十分とは言えない ものの、学習者の発 言か ら「きも

ち」rなかみ」rかたち」の統合はある程度実現できたといえよう。特にrき もち」に対する意識

化は、教室外における様々な他者とのや り取 りにおいて、 自分にとって的確 と判断 され る

ことばを選択 してい く力に繋がるものとなったのではないかと考える。8

最後に、本稿では取 り上げなかったが、今後の課題 として評価の問題について言及 した

い。3・1で も述べたように、評価 はロールプ レイによって行った。今回、初めて応用課題

6授 業の巾ではどんな場面で使うかを練習するのは1度 だけなので、授業後の復習が大切であ

るとも述べていた。
7紙 幅の都合上r意識化」されている言語活動が顕著に現れた1デ ーダのみ記載する。なお、木
データも学習者の承諾を得たものである。
Bも ちろん、それは筆者の実践だけで達成されたものではな く、クラス活動の参加者一人ひ

とりの努力によるものである。
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を設け、内容や評価ポイン ト等 を実習生が考えた。筆者はr依 頼 ・断 り表現」を担当 し、r先

生に、あなたと同 じ国か ら来た知 り合いを来週の土曜 日観光 に連れて行 って くれないかと

頼まれる。 しかし、その 日はアルバイ トがあって行けない と断る。最終的にどうするかは

考えること」という内容 を設定 した。大半 は想定 していたようなや り取 りになったが、めっ

たにないチャンスだか ら、あるいは同 じ国の人 と話す機会はなかなかないのでぜひや りた

いということを言い添えた学習者 も何人かいた。それは授業でのrき もち」の意識化の影響

とい うより、個人の性格が反映 されたものとも取れるが、思いがけずテス トにおいて学習

者 のrき もち」に触れ、筆者はr評 価」のあ り方について深 く考えさせ られた。もちろん、1

回のみのテス トで何が計れるのか という問題もある。 しか しそれ以、ヒに、 これまで互いの

rき もち」に向き合い、それに基づいて活動を行 ってきたにもかかわらず、評価の段階で急

にrき もち」が切 り離されて しまったように思われ、そこに問題を感 じたのである。

1章 で述べたように、r待遇 コミュニケーション」においては コミュニケーシ ョンす るr相

手」を意識 した視点を持つ ことが不可欠である。 しか し、テス トのためのロールプ レイは、

筆者がテス ト時に学習者のrき もち」をr思 いがけず」聞いたと感 じたことが如実に示 してい

るように、テ ストする側には相手のrき もち」に対する配慮はなく、従ってr待 遇コミュニケ

ー ション」と言えるものではないのではないか。それはロールプ レイが悪いということでは

なく、テス トをどのように捉えるのかということを自らに問うことなく実施 したことに問

題があったのだと考える。何をなぜ どのよう評価するかとい うことは、r待遇 コミュニケー

シ ョン教育」の理念に深 く関わ る問題であり、今後検討 してい くべき重要な課題であろう。

6.お わりに

本実践を終えて感 じたことは、r学 習者」のみがrコ ミュニケーシ ョン主体」として この

r教室」に存在す るものではなく、r教師」自身もこのr教室」とい う場においてrコ ミュニケー

シ ョン主体」として授業に参加 しているのだ、ということである。っまりr表現行為」r理解

行為」のrや りとり」と、そのrく りかえ し」によって言語活動が行われるr教 室」は成 り立つ も

ので あり、一方向的なr正 解」を提示することのみでr待 遇 コミュニケーシ ョン能力」とい う

ものは身につかないのではないか ということである。本実践 を通 して学んだ ことを今後の

教育実践において活か していきたいと思 う。

(カリノ ノリコ ・修士課程2年 、コガ カズエ ・修士課程1年)
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